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Minatomachi venue
January 18 – March 12, 2022
NAGASHIMA Yurie    FURUHASHI Madoka

Aichi Arts Center venue
January 18 – 23, 2022
OTSUKA Yasuko   TOMII Motohiro
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here the gaze resides

●和文・横配置 基本形
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文化庁委託事業 「令和3年度次代の文化を創造する新進芸術家育成事業」

Where the gaze resides
DOMANI plus @Aichi  
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DOMANI plus @ 愛知

まなざしのありか



「港まちポットラックビル」　　「旧・名古屋税関港寮」は、徒歩約10分

アクセス

港まちポットラックビル
〒455-0037名古屋市港区名港1-19-23
TEL｜052-654-8911
*名古屋市営地下鉄名港線「築地口駅」2番出口より徒歩1分

旧・名古屋税関港寮
〒455-0036 名古屋市港区浜2-4 -10
*名古屋市営地下鉄名港線「名古屋港駅」2番出口より徒歩2分

「DOMANI・明日展」は、文化庁新進芸術家海外研修制度〈在研〉の成果発表展として、1998年から毎年東京で開催されてきました。

第24回を迎える今年度は、従来から実現の機会を探ってきた地域展開に挑み、全国5会場（水戸、京都、広島、愛知、石巻）で行うことと

なりました。このうち、「DOMANI plus」は、2015年以降、地方会場やオンライン等で展開してきました「DOMANI・明日展 plus」

シリーズを踏襲した中・小規模の企画展です。

愛知会場では「DOMANI plus @愛知」として、愛知芸術文化センター、港まちを会場に、愛知県を拠点にするアーティストを含む、

4名のアーティストによる展示を行います。これまで愛知県内では、愛知芸術文化センターや名古屋港エリアをはじめ、さまざまな地域

で展覧会や芸術祭が数多く開催され、都市と芸術が密接な関係性を持ちながら、同時代の表現活動が盛んに行われてきました。

今回、愛知芸術文化センター会場では色彩や形、港まち会場では家族や記憶、時間などをキーワードに、それぞれのアーティスト

が見つめる「まなざしのありか」とその先に映し出される存在に出会う場を創出します。

愛知芸術文化センター会場｜大塚泰子・冨井大裕
愛知芸術文化センターは、多様な芸術文化活動を推進する拠
点として、1992年に栄地区にオープンした複合文化施設です。こ
こでは、美術館や劇場においてさまざまな展覧会やあいちトリエン
ナーレなどが開催されてきており、2022年には国際芸術祭「あい
ち2022」の会場にもなります。
今回、愛知芸術文化センター会場では、これまで平面や立体な
どさまざまな技法によって空間における色の存在について考えてき

た大塚泰子と、さまざまな既製品を見つめてその構造や造形を
着想の起点に現代的な彫刻作品を制作し続けてきた冨井大裕

の作品を展示します。
2人のアーティストの作品を見ることで、色彩や形体をまなざすとい
うシンプルな行為のさまざまなあり方を考え、これまでにないものの
見方のヒントを得る機会になるでしょう。

2022年1月18日｜火｜– 1月23日｜日｜
10:00 – 18:00（金曜は20:00まで）*入場は閉場30分前まで

会場｜愛知県美術館ギャラリーJ　www.aac.pref.aichi.jp

入場｜無料

港まち会場｜長島有里枝・古橋まどか
貿易を中心にさまざまな場所から人やものが行き交いしてきた港まち。今から100

年ほど前に埋め立てによって作られたこの場所は、人びとが日々の暮しを重ねて
来た場所でもあります。
港まち会場では、これまでフェミニズム的な問題をテーマに創作に取り組んでき
た長島有里枝と、形ある物にはじまり、近年では形のないエネルギーとしての
労働や身体に関心を持ち制作する古橋まどかの作品を展示します。長島は自
身の母親と、また自身のパートナーの母親と共同で制作したタープとテント、そ
の制作過程で撮影した写真によって会場を構成。古橋はコロナ禍の愛知に
て経験した家族の死、あらたな日課となった庭づくりに加え、瀬戸の鉱山への
来訪などを経て、本年秋からの港まちでの滞在制作（「MAT, Nagoya Studio 

Project vol.7」）によって、自然史の延長に身体をとらえる新作を発表。
2人のアーティストの作品を通して、時代という言葉では語りきれない個人史を
軸にした視点とその対象を見つめます。

2022年1月18日｜火｜– 3月12日｜土｜
11:00–19:00（入場は閉場30分前まで）
会場｜港まちポットラックビル3F、旧・名古屋税関港寮
休場日｜日曜・月曜・祝日　入場｜無料     www.mat-nagoya.jp

大塚泰子／OTSUKA Yasuko
現代美術、2009年度（1年研修） イギリス／エジンバラ

1968年広島県生まれ。
多摩美術大学大学院美術研究科絵画専攻版画修了。現在、愛知
県を拠点に活動。リトグラフ（石版画）の手法やクレパスなどの素材を
用いて作品を制作する。平面や立体作品によって空間そのものを構成
し、かたちのあるものがもつ「色」や「色の存在」そのものの新しい見方を
提示する。yasuko-otsuka.blogspot.com

冨井大裕／TOMII Motohiro
彫刻、2014年度（1年研修） アメリカ／ニューヨーク

1973年新潟県生まれ。
武蔵野美術大学大学院造形研究科彫刻コース修了。現在、同大
学准教授。東京都を拠点に活動。既製品や日常の風景を見つめるこ
とで、モノがもつ構造や造形を把握し、固定された本来の役割をとらえ
直しながら、現代における彫刻のあらたな可能性を模索し続ける。実
験スペース「壁ぎわ」、「はしっこ」世話人。tomiimotohiro.com

長島有里枝／NAGASHIMA Yurie
写真、1998年度（1年研修） アメリカ／カリフォルニア

1973年東京都生まれ。
カリフォルニア芸術大学ファインアート科写真専攻修士課程修了。武蔵大学人文科学
研究科博士前期課程修了。現在、東京都を拠点に活動。社会で周縁化されがちな
人びとや事象に、フェミニズム的視座から注目した作品を多く制作している。近年は写
真だけでなく立体作品、映像、文章の執筆など、表現ジャンルを超えた活動を行って
いる。yurienagashima.com

古橋まどか／FURUHASHI Madoka
彫刻、写真、インスタレーション、2017年度（1年研修） メキシコ／オアハカ、メキシコシティ

1983年長野県生まれ。
英国AAスクールで建築を学び、ロイヤル・カレッジ・オブ・アート大学院芸術学科修
士課程を修了。現在、愛知県を拠点に活動。有形である物、無形の身体、エネル
ギー、労働などをリサーチの主題とし、滞在制作を基軸に活動。地域、場所、時間
特性を反映する彫刻、インスタレーション、空間表現を手掛ける。
www.madokafuruhashi.com

表面｜古橋まどか  《Obelisk III》  2013年   C-type プリント

裏面上左｜冨井大裕   《H鋼と紙袋  #1》  2020年　鉄、紙袋、ボルト、ワッシャー、ナット   撮影｜柳場  大   ©Motohiro Tomii, Courtesy of Yumiko Chiba Associates

裏面上右｜大塚泰子   《space color -Obu-》  2017年

裏面下｜長島有里枝   個展「縫うこと、着ること、語ること。」展示風景   2016年   デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）、兵庫  撮影｜加納俊輔　写真提供｜デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）

冨井大裕   個展「斜めの彫刻」展示風景   2020年   Yumiko Chiba Associates viewing room shinjuku、東京
撮影｜柳場  大   ©Motohiro Tomii, Courtesy of Yumiko Chiba Associates

古橋まどか  《El Nadir》（部分）  2019年    粘土（San Agustin Yatareni）、石（Magdalena Apasco）、人工汗

大塚泰子  《水の彫刻》  2018年   木材にクレパス 長島有里枝   《ヴィンテージのリーバイス》  2016年   発色現像方式印画

国際芸術祭「あいち」組織委員会

現代芸術等を中心とした国際芸術祭「あいち」の準備及び開催運営等を行うことにより、新たな
芸術の創造・発信による世界の文化芸術の発展、現代芸術等の普及・教育による文化芸術の
日常生活への浸透、文化芸術活動の活発化による地域の魅力の向上の達成を目指しています。

国際芸術祭「あいち2022」

国内最大規模の国際芸術祭の一つであり、国内外から多数のアーティストが参加します。愛知
芸術文化センターのほか、一宮市、常滑市、有松地区（名古屋市）のまちなかを会場として広域
に展開します。現代美術、パフォーミングアーツ、ラーニング・プログラムなど、ジャンルを横断し、
最先端の芸術を「あいち」から発信します。
［会期｜2022年7月30日｜土｜– 10月10日｜月・祝｜］ aichitriennale.jp

港まちづくり協議会

地域内外に誇れる「なごやのみ（ん）なとまち」を目指し、2006年より名古屋の港まちエリアで、住
民と行政の協働によるまちづくり活動を行っている団体です。「暮らす、集う、創る」をテーマに防
災、子育て、ガーデンプロジェクトなどの各種のコミュニティ活動、魅力・にぎわいづくり、アートプ
ログラムなど、さまざまな事業を展開しています。www.minnatomachi.jp

Minatomachi Art Table, Nagoya ［MAT, Nagoya］

MAT, Nagoyaは、名古屋港エリアで住民と行政との協働でまちづくりを推進する「港まちづくり
協議会」が委託事業として実施するアートプログラムです。名古屋港周辺では、1980年代以降

さまざまな国際的な現代アートの活動が行われてきた歴史があります。その素地を受け継ぎ、創
造性をもって活動する人びとを歓迎し、制作・実践の場を創出することによって創造的なアイディ
アをまちに還元していくことを目指します。www.mat-nagoya.jp

*新型コロナウイルスの感染状況によっては、変更や中止の可能性があります。最新情報については、ウェブサイト・SNSでお知らせします。

主催｜文化庁、国際芸術祭「あいち」組織委員会、港まちづくり協議会
企画｜国際芸術祭「あいち」組織委員会（塩津青夏）、Minatomachi Art Table, Nagoya ［MAT, Nagoya］（青田真也、吉田有里）
協力｜アッセンブリッジ・ナゴヤ実行委員会、KENJI TAKI GALLERY、MAHO KUBOTA GALLERY、Yutaka Kikutake Gallery、Yumiko Chiba Associates
制作協力｜アート・ベンチャー・オフィス ショウ
お問合せ｜国際芸術祭「あいち」組織委員会事務局  〒461-8525 名古屋市東区東桜1-13-2（愛知芸術文化センター内） TEL｜052-971-3111  FAX｜052-971-6115  E-MAIL｜triennale@pref.aichi.lg.jp  WEB｜aichitriennale.jp

港まちポットラックビル  〒455-0037名古屋市港区名港1-19-23（港まちづくり協議会事務局） TEL｜052-654-8911  FAX｜052-654-8912  E-MAIL｜info@mat-nagoya.jp  WEB｜www.mat-nagoya.jp

愛知県美術館ギャラリーJ
〒461-8525名古屋市東区東桜1-13-2  
愛知芸術文化センター8F
TEL｜052-971-5511（代表）
*名古屋市営地下鉄東山線
  または名城線「栄駅」東改札口より徒歩3分、
  名古屋鉄道瀬戸線「栄町駅」中央改札口より徒歩2分
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